
四日市市職員給与条例の一部を改正する条例をここに公布する。 

令和２年１１月２４日 

四日市市長  森  智 広 

四日市市条例第４４号 

四日市市職員給与条例の一部を改正する条例 

第１条 四日市市職員給与条例（昭和２４年四日市市条例第１５号）の一部を次のよ

うに改正する。 

 

改正後 改正前 

（期末手当） （期末手当） 

第６０条の２ （略） 第６０条の２ （略） 

２ 期末手当の額は、期末手当基礎額に、

１００分の１２５（給料表の適用を受け

る職員でその職務の級が７級以上であ

るもの（第６０条の５及び附則第７４条

第４項において「特定幹部職員」とい

う。）にあっては１００分の１０５）を

乗じて得た額に、基準日以前６箇月以内

の期間におけるその者の在職期間の次

の各号に掲げる区分に応じ、当該各号に

定める割合を乗じて得た額とする。 

２ 期末手当の額は、期末手当基礎額に、

１００分の１３０（給料表の適用を受け

る職員でその職務の級が７級以上であ

るもの（第６０条の５及び附則第７４条

第４項において「特定幹部職員」とい

う。）にあっては１００分の１１０）を

乗じて得た額に、基準日以前６箇月以内

の期間におけるその者の在職期間の次

の各号に掲げる区分に応じ、当該各号に

定める割合を乗じて得た額とする。 

(1)から(4)まで （略） (1)から(4)まで （略） 

３から６まで （略） ３から６まで （略） 

 

第２条 四日市市職員給与条例の一部を次のように改正する。 

 

改正後 改正前 

（期末手当） （期末手当） 

第６０条の２ （略） 第６０条の２ （略） 

２ 期末手当の額は、期末手当基礎額に、

１００分の１２７.５（給料表の適用を

受ける職員でその職務の級が７級以上

２ 期末手当の額は、期末手当基礎額に、

１００分の１２５（給料表の適用を受け

る職員でその職務の級が７級以上であ



であるもの（第６０条の５及び附則第７

４条第４項において「特定幹部職員」と

いう。）にあっては１００分の１０７.

５）を乗じて得た額に、基準日以前６箇

月以内の期間におけるその者の在職期

間の次の各号に掲げる区分に応じ、当該

各号に定める割合を乗じて得た額とす

る。 

るもの（第６０条の５及び附則第７４条

第４項において「特定幹部職員」とい

う。）にあっては１００分の１０５）を

乗じて得た額に、基準日以前６箇月以内

の期間におけるその者の在職期間の次

の各号に掲げる区分に応じ、当該各号に

定める割合を乗じて得た額とする。 

(1)から(4)まで （略） (1)から(4)まで （略） 

３から６まで （略） ３から６まで （略） 

 

附 則 

この条例は、令和２年１２月１日から施行する。ただし、第２条の規定は令和３年

４月１日から施行する。 

（総務部人事課） 


